
 

 

Q 脳卒中後の後遺症、痙縮ってなに？ 

 脳卒中でよくみられる運動（機能）障害の１つに痙縮 

（手足のつっぱり）という症状があります。痙縮による 

姿勢異常が長く続くと、筋肉が固まって関節の運動が制 

限され、日常生活に支障が生じてしまいます。痙縮があ 

るとリハビリテーションの障害になることもあるので、 

痙縮に対する治療が必要です。また、痙縮に対する治療 

の１つとして、ボツリヌス療法があります。 

当院でも行っておりますので、まずはお気軽にご相談く 

ださい。 

 

 

こんなことでお困りではないですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q ボツリヌス療法ってなに？ 

 ボツリヌス療法とは、ボツリヌス菌が作り出す

天然のたんぱく質（ボツリヌストキシン）を有効

成分とする薬を筋肉内に注射する治療法です。ボ

ツリヌストキシンには、筋肉を緊張させている神

経の働きを抑える効果があります。そのため、ボ

ツリヌストキシンを注射すると、筋肉の緊張をや

わらげることができるのです。 

 

 

 



 

Q ボツリヌス治療によって期待できる効果は？ 

 

 

 

まずは地域医療連携室にて予約をお取りの上、ご相談ください。 
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